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１．アンケート調査結果 

１-１ 実施概要 

（１）調査の目的 

平成２７年４月に定めた、「小中一貫校(豊田中学区)整備等に関する基本構想」により豊田南小、

豊田北小を統合し、豊田中との小中一貫教育に適した位置に新設校を設置するとの方針を踏まえ、

豊田地区在住市民の意見や考え方等を聴取し、新設校整備具体化に向けた条件を整理するための

基礎資料として活用するため、アンケート調査を実施するものです。 

（２）調査の概要 

１）対象、抽出、配布・回収方法 

豊田南小学校区、豊田北小学校区内に在住の世帯のうち、下記の合計６３４世帯 

①小学生以下の子どもがいる全世帯：３１７世帯（住民基本台帳より抽出） 

②上記①以外の世帯：３１７世帯（住民基本台帳より無作為抽出） 

配布・回収はいずれも郵送による。 

２）実施期間 

平成２７年１０月９日（金）～２３（金）の２週間 

３）配布・回収数、回収率 

回収票数 ３１７票 ／ 配布数 ６３４票＝５０．０％ 

 配布数 回収数 回収率 

総  計 ６３４票 ３１７票 ５０．０％ 

内

訳 

①小学生以下の子どものいる世帯 ３１７票 １６３票 約５１．４％ 

②その他の世帯 ３１７票 １５４票 約４８．６％ 

 

４）集計方法 

単純集計及びクロス集計 

５）設問項目 

主な設問項目は以下のとおりです。 

 

○属性（性別、年齢、居住年数、子どもの年齢、通学学区） 

○小学校環境の重要項目について（校舎の外観、教室などの配置、緑環境、安全性など） 

○新たな小学校の環境・施設について（望まれる統合校の姿等に係る各種環境・施設） 

○新たな小学校に取り入れるべきものについて（各種導入機能、空間構成など） 

○新たな小学校のイメージについて（キーワード） 

○学校整備後の活用方法等について（有効活用方策、地域との関わりなど） 

○自由回答（新設校整備に関する意見・要望等） 

※同居人が不明の世帯は、その他の世帯として、カウントしている。 
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１-２ アンケート調査結果概要 

（１）調査結果の概要 

ここでは、アンケート調査結果の概要を示します。 

 

A．単純集計 

１） 性 別【問 1】 

 

回答者の性別は、「１.男性」は 45.7％、「２.女性」は 54.3％で若干女性の方が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

２） 年 齢【問 2】 

 

回答者の年齢は、30、40歳代が同率の約１／４（24.3％）で最も多く、次いで 60歳代が 16.7％

となっています。 

対象者として小学生以下のいる子どもがいる世帯を抽出しているため、必然的にそれらの世代

が多くなるものの、地区全体としても比較的若い世代の居住者が多いと言えます。 

なお、クロス集計の際には、内訳の３区分で分析を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

クロス集計
で使用 ▶ 

 〇 女性の回答率が５割を超え、男性よりも若干高くなっています。 

 〇 ３０歳代、４０歳代が、ほぼ４分の１ずつを占め多くなっています。 
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３） 居住年数【問 3】 

 

「６．３０年以上」が約半数（49.4％）で特に多くなっており、地域に長く住んでいる方が多

い傾向となっています。その他、「４．１０年以上２０年未満」も比較的多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 子どもの年齢・学年【問 4】 

 

「小学生以下の子どもがいる世帯」は半数以上（54.5％）であり、その内訳を見ると、「①未就

学児世帯」が全体の 13.4％、「②小学生世帯」が 41.1％となっています。また、「③その他の世帯」

は 45.5％となっています。なお、クロス集計の際には、以下の３区分で分析を行います。 

 

 

 

 

 

 

５） 住まいの小学校区【問 5】 

 

住まいの小学校区は「１．豊田南小学校」が約６割（60.2％）で多くなっており、「２．豊田北

小学校」が４割弱（37.9％）となっています。 

なお、クロス集計の際には、「１．豊田南小学校」、「２．豊田北小学校」の２区分で分析を行い

ます。 

 

 

 

クロス集計

で使用 ▶ 

※同居人不明を除く 
※小学生がいる世帯は、未就学児、中学生がいる場合でも小学生世帯として、カウントしている。 

クロス集計
で使用 ▶ 

 〇 ３０年以上居住している人が約５割を占め、最も多くなっています。 

 〇 小学生以下の子どもがいる世帯が半数以上を占めています。 

 〇 豊田南小学校区が約６割と多くなっています。 
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２．校庭の広さ

３．教室の広さ
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９．トイレ環境
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11．緑環境

12．通学路環境

13．安全性

14．防犯性

15．駐車場の広さ

16．地域活動への開放等地域との関わり

凡例

平均値
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６） 学校環境の重要度【問 6】 

 

全ての項目で重要度の平均値が 3.00を超えており、全体的に重要視している傾向が見て取れま

す。その中でも最も重要度が高いのは、「13）安全性」、「14）防犯性」が 4.78であり、次いで、

「12）通学路環境」の 4.62となっており、学校内外での安全性、防犯性が非常に重要視されてい

ると言えます。 

次いで、「９）トイレ環境」の 4.30、「10）空調、給排水、照明等の設備」の 4.27が多くなっ

ており、清潔で快適な学校の設備環境づくりも重要であると捉えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）平均値は、「非常に重要」を５、「やや重要」を４、「普通」を３、「あまり重要でない」を２、

「重要でない」を１とした場合の値です。「普通」の３を基準に、数値が大きい方が、より重

要度が高い結果となっています。 

※割合が2.0％のものはグラフの煩雑さを避けるため数値記載を省略しています。 
※［ ］内の数値は平均値の順位。 

 

［３］ 

［１］ 

［１］ 

［５］ 

［４］ 

 〇 全体的に重要度が高い傾向で、安全性、防犯性、通学路環境などが特に重要視されています。 



 

- 5 - 

70.3

69.6

66.5

54.0

44.4

44.1

29.1

27.2

19.2

15.0

14.7

7.0

1.6

0 20 40 60 80 100

10．通学環境の安全・安心機能

４．子どもたちを犯罪から守る防犯機能

３．災害への対策や避難所としての防災機能

６．外遊びや体力づくりを促進する健康増進機能
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２．地球環境や自然環境に配慮した機能

12．地域住民が利用できる地域活動支援機能
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（％）

問８ 新設小学校の導入・配置すべき機能
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問７ 新設小学校整備の課題

 

７） 新設小学校整備の課題【問 7】 

 

「８．通学路の安全性の確保」が 67.5％、「７．通学距離や通学時間が長くなる」が 61.1％と

特に多くなっており、通学環境の充実を課題と考え、関心が高くなっていると言えます。 

次いで、「５．学校の跡地利用の問題が発生する」が 30.2％、「３．子ども同士の交流関係が複

雑になる」が 29.6％となっており、共に３割程度で多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８） 新しい小学校に積極的に取り入れる機能【問 8】 

 

「10．通学環境の安全・安心機能」、「４．子どもたちを犯罪から守る防犯機能」が共に７割程

度で多くなっています。次いで「３．災害への対策や避難所としての防災機能」も７割弱（66.5％）

となっており、学校が担う地域防災拠点としての役割に期待していることがうかがえます。 

また、「６．外遊びや体力づくりを促進する健康増進機能」が次いで高くなっており、健康的で

元気な子どもたちの育成について求められていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）   50％以上        30％以上50％未満 

（＊）   50％以上        30％以上50％未満 

 〇 通学路の安全性の確保、通学距離・時間が長くなることが課題として大きく捉えられています。 

 〇 通学環境の安全・安心機能や防犯機能、防災機能などの積極的導入が求められています。 
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新設小学校をイメージするキーワード

 

９） 新設小学校をイメージするキーワード【問 9】 

 

全体の 30％以上を占めた上位４つのキーワードは、順に「18．安全・安心」、「３．笑顔」、「４．

元気」、「８．仲良し」となっています。 

中でも「18．安全・安心」、「３．笑顔」は半数程度を占めています。子どもたちが安全・安心

な学校で、笑顔で元気に仲良く過ごせる学校となってほしいという想いが強くあることがうかが

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）   50％以上        30％以上50％未満 

 〇 「安全・安心」、「笑顔」が新設小学校をイメージするキーワードとして半数以上を占めています。 



 

- 7 - 

62.7

60.2

28.0

23.9

20.1

16.6

15.3

15.0

11.5

10.8

1.3

0 20 40 60 80 100

１．学童保育と連携した利用ができるようにする

２．子どもたちが放課後も施設を気軽に利用できるようにする
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（％）

新設小学校の小学校教育以外の活用方法

 

１０） 小学校教育以外の活用方法【問 10】 

 

上位２項目は「１．学童保育と連携した利用ができるようにする」が 62.7％、「２．子どもた

ちが放課後も施設を気軽に利用できるようにする」が 60.2％となっており、共に６割以上を占め、

特に多くなっています。子どものための柔軟な学校の利用環境の充実が求められていると言えま

す。 

また、「９．イベント会場として校庭や体育館、特別教室等を有効に活用する」や「８．地域住

民等も放課後に施設を気軽に利用できるようにする」についても比較的多くなっており、地域に

開放された学校利用が望まれていることがうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊）   50％以上        30％以上50％未満 

 〇 子どものための柔軟な学校利用や、地域に開放された学校利用が多く望まれています。 
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B．クロス集計 

 【問 9】新設小学校をイメージするキーワード × 【問 2】年齢（３区分） 

 

 

年齢（３区分）別に新設小学校をイメージするキーワードの違いを把握するものです。 

30歳代以下では、「８．仲良し」、「６．楽しい」、「20．伸びやか」、「16．個性」、「19．清潔」が

他の年齢層に比べ多くなっており、特に「16．個性」、「19．清潔」については、他の世代に比べ高

い割合を示しています。 

40歳代～50歳代では、「７．明るい」、「17．豊か」、「22．先進」が他の世代に比べ高い割合とな

っています。総体的な割合は少ないものの、「22．先進」について他の世代との違いが現れています。 

60歳代以上では、「３．笑顔」、「４．元気」、「５．活力」、「26．絆」、「21．魅力」、「13．文化」、

「12．歴史」などが、他の世代に比べ高い割合を示しています。総体的な割合は少ないものの、「21．

魅力」、「13．文化」、「12．歴史」について他の世代との違いが現れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 30歳代以下では「個性」や「清潔」が、40歳代～50歳代では「先進」が、60歳以上では

「魅力」、「歴史」、「文化」が、他の世代に比べ多くなっています。 
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17.7

16.8

25.7

22.1

18.6

17.7

15.9

15.9

12.4

8.8

13.3

15.0

9.7

8.0

8.8

6.2

8.8

10.6

2.7

4.4

0.0

0 10 20 30 40 50 60

18．安全・安心

３．笑顔

４．元気

８．仲良し

６．楽しい

７．明るい

20．伸びやか

17．豊か

５．活力

26.絆

15．田園

24．未来

10．ふれあい

16．個性

９．おおらか

19．清潔

14．伝統

21．魅力

25．輝き

２．落ち着いた

11．出会い

22．先進

12．歴史

13．文化

１．にぎやか

23．拠点

27.その他

全体

30歳代以下

40歳～50歳代

60歳代以上

（％）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の世代に比べいづれも 

5.0ポイント以上差のあるもの 
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【問 9】新たな小学校のイメージ × 【問 4】子どもの年齢・学年（３区分） 

 

 

子どもの年齢・学年（３区分）別に新設小学校をイメージするキーワードの違いを把握するもの

です。 

未就学児世帯では、「３.笑顔」、「４．元気」、「20．伸びやか」、「24．未来」などが他の世帯より

多くなっています。特に、「３．笑顔」については、大きく他の世帯を上回っているのが特徴的です。 

小学生世帯では、「18．安全・安心」、「17．豊か」、「９．おおおらか」などが他の世帯より多くな

っています。その中では「17．豊か」が比較的他の世帯より高い割合を示しています。 

その他の世帯では、「５．活力」、「26.絆」、「15．田園」、「14．伝統」、「13．文化」などが他の世

帯より多くなっています。特に「３．活力」が他の世帯を大きく上回っているのが特徴的です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 未就学児世帯では「笑顔」が、小学生世帯では「豊か」が、その他の世帯では「活力」が、

他の世帯に比べ多くなっています。 
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48.6

45.4

36.8

31.1

26.7

24.8

24.4

22.5

20.6

18.4

17.5

17.5

16.5

15.9

14.0

13.0

10.8

10.2

7.6

7.3

7.3

7.3

6.3

5.7

4.1

3.2

1.3

44.2

54.8

38.5

38.5

30.8

26.0

30.8

24.0

14.4

14.4

13.5

20.2

15.4

12.5

12.5

19.2

7.7

5.8

8.7

5.8

3.8

7.7

2.9

2.9

6.7

1.0

1.0

49.4

41.9

33.8

38.8

30.6

24.4

28.1

28.8

15.6

15.0

16.3

18.1

13.8

16.3

18.1

18.8

8.1

8.8

6.9

5.6

5.0

9.4

5.6

1.3

5.0

0.6

3.8

47.6

44.0

37.3

27.7

24.7

25.9

21.1

20.5

25.3

20.5

19.3

15.7

17.5

16.9

13.3

9.0

13.3

12.0

8.4

7.8

6.0

6.6

6.0

8.4

3.6

5.4

0.6

0 10 20 30 40 50 60

18．安全・安心

３．笑顔

４．元気

８．仲良し

６．楽しい

７．明るい

20．伸びやか

17．豊か

５．活力

26.絆

15．田園

24．未来

10．ふれあい

16．個性

９．おおらか

19．清潔

14．伝統

21．魅力

25．輝き

２．落ち着いた

11．出会い

22．先進

12．歴史

13．文化

１．にぎやか

23．拠点

27.その他

全体

①未就学児世帯

②小学生世帯

③その他の世帯

（％）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の世代に比べいづれも 

5.0ポイント以上差のあるもの 
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1 2 3 4 5

全体 ③その他の世帯

重要でない 普通 非常に重要

1 2 3 4 5

全体 ②小学生世帯

重要でない 普通 非常に重要

1 2 3 4 5

１．校舎の外観

２．校庭の広さ

３．教室の広さ

４．教室内のつくり

５．教室などの配置

６．体育館

７．プール

８．校内での移動のしやすさ

９．トイレ環境

10．空調、給排水、照明等

の設備

11．緑環境

12．通学路環境

13．安全性

14．防犯性

15．駐車場の広さ

16．地域活動への開放等

地域との関わり

全体 ①未就学児世帯

重要でない 普通 非常に重要

3.22

4.08

3.82

3.96

4.01

3.97

3.86

4.06

4.44

4.34

3.95

4.85

4.87

4.86

4.21

3.87

△ 0.05

0.02

0.13

0.12

0.11

△ 0.08

0.01

0.10

0.15

0.06

△ 0.01

0.23

0.09

0.08

0.23

△ 0.03

3.24

3.99

3.63

3.89

3.99

4.06

3.89

4.01

4.38

4.35

3.95

4.79

4.84

4.88

4.16

3.77

△ 0.04

△ 0.06

△ 0.06

0.04

0.08

0.01

0.04

0.05

0.08

0.08

△ 0.02

0.18

0.06

0.10

0.17

△ 0.13

3.08

3.92

3.50

3.63

3.60

3.93

3.64

3.69

4.01

4.00

3.70

4.23

4.58

4.51

3.57

3.74

△ 0.19

△ 0.13

△ 0.19

△ 0.21

△ 0.30

△ 0.13

△ 0.21

△ 0.27

△ 0.28

△ 0.27

△ 0.26

△ 0.38

△ 0.20

△ 0.27

△ 0.41

△ 0.15

 

【問 6】小学校の環境の重要度 × 【問 4】子どもの年齢・学年（3区分） 

 

 

子どもの年齢・学年（３区分）別に新設小学校の環境重要度の違いを把握するものです。 

各層で全体と似た傾向を示していますが、「①未就学児世帯」の重要度が総合的に一番高く、次い

で、「②小学生世帯」、「③その他の世帯」となっており、「③その他の世帯」の平均値は、全体の平

均値より全項目で低くなっています。 

また、全体で重要度が高かった上位５位の「13．安全性」、「14．防犯性」、「12．通学路環境」、「９．

トイレ環境」、「10．空調、給排水、照明等の設備」は、各層でもほぼ同様の順位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各層のグラフ左側の数値は項目毎の各層の平均値。 

※各層のグラフ右側の数値は各層平均値から全体の平均値を引いた値。 
※［ ］内の数値は全体の平均値の順位 

① 未就学児世帯 ② 小学生世帯 ③ その他の世帯 

［３］ 

［１］ 

［１］ 

［５］ 

［４］ 

 〇 各層とも全体と同様の傾向を示し、「安全性」、「防犯性」、「通学路環境」、「トイレ環境」、「空

調、給排水、照明等の設備」はいずれの層でも重要視されています。 
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67.5

61.1

30.2

29.6

20.9

16.7

15.8

9.0

4.8

2.6

66.3

60.4

32.1

30.5

21.9

15.0

13.9

9.6

3.2

0.5

69.5

61.0

27.1

28.0

20.3

19.5

17.8

7.6

7.6

5.9

0 20 40 60 80

８．通学路の安全性の確保

７．通学距離や通学時間が長くなる

５．学校の跡地利用の問題が発生する

３．子ども同士の交流関係が複雑になる

６．学校の歴史や想い出がなくなる

１．きめ細やかな指導ができなくなる

４．地域と連携した活動の調整が難しくなる

９．特に課題はない

２．児童と教師の交流機会が減る

10．その他

全 体

① 豊田南小学校

② 豊田北小学校

（％）

 

【問 7】新設小学校整備の課題 × 【問 5】住まいの小学校区（２区分） 

 

 

 

住まいの学区（２区分）別に新設小学校整備の課題の違いを把握するものです。 

学区の違いによる大きな差異は見られず、概ね全体と同様の傾向を示しています。 

その中で、豊田南小学校区では「５．学校の跡地利用の問題が発生する」、「３．子ども同士の交

流関係が複雑になる」、「６．学校の歴史や想い出がなくなる」などが豊田北小学校区より多い割合

を示しています。 

豊田北小学校区では、「８．通学路の安全性の確保」、「７．通学距離や通学時間が長くなる」をは

じめ、「１．きめ細やかな指導ができなくなる」、「４．地域と連携した活動の調整が難しくなる」が

豊田南小学校区より多い割合を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 学区の違いによる大きな差異は見られないものの、豊田南小学校区では「学校の跡地利用の

問題が発生する」などが、豊田北小学校区では「通学路の安全性の確保」などが、他方より

高い割合を示しています。 
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（２）調査結果のまとめ 

アンケート集計結果より、新設校整備に関して、主な地域住民の方のニーズや考えを以下のよう

に整理します。 

 

● 全体の回収率が高く、新たな小中一貫校の整備に対し大きな関心を抱いてい

ること。 

● 学校内外での安全性、防犯性が非常に重要視されているとともに、清潔で快

適な学校の設備環境づくりも重要であると捉えられていること。 

● 通学距離が遠くなる懸念から、特に通学環境の安全・安心機能や防犯機能に

対する配慮が高く求められていること。 

● 学校が担う地域防災拠点としての役割に期待していること。 

● 健康的で元気な子どもたちの育成が求められていること。 

● 子どもたちが安全・安心な学校で、笑顔で元気に仲良く過ごせる学校となっ

てほしいという想いが強いこと。 

● 学校の地域開放など柔軟な学校の利用環境の充実が求められていること。 

● 協働の取り組みにはそれほど積極的ではないこと。 
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※返信期日は「平成27年9月関東・東北豪雨」のため10月23日に変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：アンケート調査票 
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